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はしがき←一一『シュモラー雑録集』について一一

以下に掲げる資料は， 現在(1983年〕未整理の状態で立教大学図書館に所蔵さ

れている， グスタフ・シュモラー GustavSchmoller (1839-1917)の『雑録集』

Miszellaneenに含まれる抜刷類の目録である。

この資料は， 35cmX27αnx 8cmの厚紙製の箱， 8箱からなっているが， そのう

ちの1箱は空であった。それぞれの:箱には元来別の目的に使用されていたと思わ

れるアルファベットの書き込まれたラベルが貼られているが， そのすみに赤鉛筆

で書き加えられたローマ数字によって， それぞれの箱の巻号を示している。空の

Wを除く 7箱のうち Iから刊までの5箱には，シュモラー自身が執筆しな論文，書

評，講演録の抜刷またはパンフレット， ないし， それらが掲載されている雑誌お

よび新聞，ならびに， 彼が発表した論文， 講演， 公的な場での挨拶や発言につい

ての報道を掲載している新聞およびその切り抜き等がおさめられている。そして，

これらの個々の文献はおおよそ，その表題ないし見出しに即して，アルファベット

順に整理・分納されている。また， これらの抜制類の聞には， それの送付先と恵、

われる手書きの住所録ならびに抜刷の受領に際してシュモラー宛に送られてきた

礼状，名京U，落書，メモ類，などが，時おり散見される。残る2箱のうち班には

シュモラーが発表した著作に対する，当時の新聞，雑誌で行なわれた紹介，書評が

切り抜きあるいは掲載紙自体の形でおさめられている。これらは，

1) Zur Geschichte der deutschen Kleingewerbe， 1870. 

2) Strasburger Yuch巴r・undWeberzunft， 1879. 

3) Zur Sozial-und Gewerbepolitik der Gegenwart， 1890. 

4) Briefen uber Bismarcks volkswirtschaft1iche und sozialpolitische Stel-

lung und Bedeutung， Sozialle Praxis， 1898. Sept. CvgL 1/05J 

に対するもので， ドイツ，オーストリア以外にもイギリス，アメリカのものむ含ま

れる。これらは，著作に対応する書評ごとにまとめてゴムバンドでくくられた状態

七
六
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にあったが，紙の損傷が進んでいるものも合まれている。最後の四には，シュモラ

ーが，政治家として直接に立法・行政に携わっていた時期のシュモラー宛ての政府

文書や議会・委員会等での彼の名でなされた発言，報告，それらの報道記事などで

ある。これらはかなり雑然と格納されている。

当『雑録集』は，立教大学図書館が 1982年に建設した保存書庫〈埼玉県新座市)

への蔵書の一部移転に関連して鵜川馨図書館長〈本学経済学部教授〉が，未整理の

状態にあるのを「発掘」されたものである。このコレクションが，いつ， ¥、かなる

目的で，誰によって収集されたものであるのかについては，現在のところ不明で:あ

る。ただし，上述のように，シュモラー宛の各種文書が含まれていること(例え

ば， 1913年5月24日のフoロイセン王女ヴィクトリアの結婚祝宴への紹待状などもあ

る〉からみて， それらの少なくとも一部分は，一時期シュモラー自身の手元にあ

ったものであることに間違いなし この収集が，彼に極めて近い人物(家族， 秘

書，助手など〉によって行なわれたことが推測されうる。しかし，同時に，シュモ

ラーの死後に彼の弟子の一人である w.ゲッツ Goetzによって編集・発表された
ブレンターノとの数十年にわたる往復書簡を掲載した雑誌の抜刷(1938-1940)が

合まれていることからみて，このコレクションが最終的に現存の状態をとるに至っ

たのは遅くとも1940年以前ではあり得ないとLづ推定も成立しうる。

つぎに本資料の意義について簡単に触れておこう。形式的には2種の意義がある

と考えられる。ひとつは文献的意義であり，他のひとつは史料的意義である。すで

に述べたように，本資料の構成は， 内容的にみて大きく三つに分けることができ

る。(i )シュモラー自身の執筆論文・書評・論説記事など。 (ii)シュモラーの学

問的・社会的・政治的な発言や行動に関する報道記事，彼に対して同時代人が向け

た評価など， (iii)シュモラー自身の社会的活動の広がりの一端を側面から示す文

書類，手書きのメモ類など。このうちの(i )および(ii)の一部は明らかに文献的・

書誌的な意義を持ち， (ii)， (iii)の資料はそれ自体文書的および史料的意義を持

つ。前者は，これまでのシュモラー研究一一例えば，ブリンクマン Brinkmann等

ーーのそれとつきあわせることによって，これまであまり言及されなかった，ある

L、は入手し難かった文献の研究に便宜を与えるものになるであろう。が，後者はむ

しろ，シュモラーの「人と時代」を研究するうえで，それ自体独立の意義をもっ歴

七 史的史料なのであるのシュモラー研究がすでに往年の勢いを失なって久しいが，に

五 もかかわらず，ドイツ第二帝制下の諸問題領域におけるシュモラーの位置を考える

ならば，なお彼の研究は意味を持ち続けていると思われる。

なお，ここで一言触れておかねばならないこととして，資料整理の技術的問題が

ある e 上記分類の(i)と(ii)とは，閲覧可能な形態に整理するためには図書館学の

技術的助けが必要であるが， (筆者は，本学図書館所蔵のドープシュ=パッツエル
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ト文庫の整理を担当した館長の新坂乎次氏から貴重な助言を得た)， しかし， (iii) 

の種類の史料は， むしろ文書学 Archivesの助けを必要とするものである。両者

はともすると，同じようなものと考えられがちであるが，実際には全く違った性格

のものである。(i )および(ii)の資料は，文献として分類整理番号が与えられて整

理されうるが，例えば，ある特定の抜刷にはさまれていたメモ，手書きの文書，切

り抜りなどは，その過程では無視せざるをえない， とL、う事態が，純技術上の問題

として発生するからである。さらに，この程の手書きの文書類は，そのほとんどが

ーいわゆる「ひげ文字」の筆記体であることは当然として一一それぞれのくせのあ

る走り書きであるので，内容の学問的意義の軽重はさておくとしても，なおある程

度の専門的努力と時間が必要とされざるをえないのである。

こうした事情から，今回以下に掲げる目録l立，この資料のうち，主として前記I

~羽の5箱に所収の諸文献に限定せざるを得なかった。ただし，このうちの約半数

を占める新聞は，その限りでは史料的価値を持つと思われるので，独立の項目を立

ててリストアップした。シュモラーの他の学問的業績の発表年次と対照されたい。

その他の史料的意義をもっ文書類については他日別稿にて行なう予定である。

【凡例】

1.文献の冒頭に示される 4/08等の番号はその文献が格納されていた箱とその通

し番号である。

2.各文献は， 参照の{更を考慮して年代順に整理しなおした。(1870/02/19)は発

行の(年/月/日〉を示す。資料に年代の付されていないものは，巻号その他から

推定年代を{寸し， [1917Jのように記した。なお不明のものは， リスト冒頭に配

伊jしたe

3.全体を I新聞， II論説に大分類し，前者で，単にシュモラーの発表論文，発言

等について報道したものである場合lニは， [Nachricht]を付し，後者では，それ

が書評である場合に [ReviewJを付した。

4.版形は省略したが，抜刷りは Sonderabzug:切り抜きは Ausschnitt:とし，

掲載誌ごと入っているものは in:と表記した。その他記載のないものについて

は，小冊子の形態をとるものである。

1 .新聞

4/08 Vortrag des Prf. Schmoller uber die Arbeitersfrage [NachrichtJ 

KIRCHENBLATT (1870/02/19)， Halle 

七
回

2 /22 Zur Entwicklungsgeschichte der Finanzwirtschaft 

REINISCHE WOCHENSCHRIFT (187703/24)， Wiesbaden 
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Der Parlamentarismus 

HALLISCHE ZEITUNG (1833/03/17-83/03/80)， Halle 

4 

3/17 

Gustav Schmoller uber die Steuerreform [Nachricht] 

DEUTSCHE WARTE (1892/12/04)， Berlin 
4/21 

]udenfrage [Nachricht] 

LEIPZIGER TAGESBLATT UND ANZEIGER (1893/04/24)， 

Leipzig 

3/03 

Agralpolitik 

NATIONALE -ZEITUNG (1893/06/03)， Berlin 
1/03 

Ansprache; Kunst， Wissenscaft und Literatur [Nachrich口
NATIONALE -ZEITUNG (1893/08/09)， Berlin 

1/07 

Der Deutsche Beamtenstaat vom 16.-18. ]h; Rede gehalten auf dem 

deutschen Historikertag zu Leipzig am 29. Marz 1894. 

ALLGEMEINE ZEITUNG. (1894/06/06-94/06/07)， Munchen 

1/24 

Das politische T巴stamentFriedrich Wilhelms 1. von 1722 

ALLGEMEINE ZEITUNG (BEJLAGE)， (1896/02/05)， Munchen 

3/20 

Das Testament Konig Friedrich Wilhelms 1. von Preusen 

ULMER SCHNELLPOST (1896/02/19-96/02/21)， Ulm 

4/07 

Gedachtnisrede auf Heinrich von Sybel und Heinrich von Treitschke; 

Gehalten in der Leibnizsitzung der Akademie Wissenschaften 

ALLGEMEINE ZEITUNG (1896/07/02-96/07/04)， Munchen 

2/42 

Zum Andenken an Kaiser Wilhelm 1. von Deutschland， Konig von 

Preusen 

NEUE FREIE PRESSE， (1897/03/21)， Wien 

5/32 

一
七
三

Festrede auf Kaiser Wilhem 1. von Deutschland， Konig von Preusen 2/31 
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T AGLICHE RUNDSCHAU (1897/03/23)，巳巴rlin

3/08 Die Lehre des Kathedersozialismus uber die Unternehmer 

NATIONALE = ZEITUNG (1897/04/15)， Berlin 

5/07 Von der Strasburger ]ubelfeier 

ALLGEMElNE ZEITUNG (BEILAGE). (1897/05/07)， Munchen 

5/21 Wie die “Kolnische Zeitung" und der Freiherr von Stummzitiren 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1897/06/01)， Berlin 

5/14 Was Verstehen wir unter dem Mittelstande? [Nachricht] 

T AGLICHE RUNDSCHAU (1897/06/13)， Berlin 

5/34 Zur 25. Jahrigen Feier des Vereins fur Sozialpolitik， Eroffnung 

bei der Generalversammlung am 23. Sept. 1897， K凸ln

TAGLICHE RUNDSCHAU (1897/09/26)， Berlin 

5/16 Wechselnde Theorien und feststehende Wahrheiten im Gebeite der 

Staats = und Sozialwissenschaften und des heutige deutsche Volks-

wirtschaftslehre 

ALLGEMEINE ZEITUNG (BEILAGE) (1897/10/15)， Munchen 

5/15 Wechselunde Theorien und Feststehende Wahrheiten im Gebeite der 

Staats = und Sozialwissenschaften und des heutige deutsche Volkシ

wirtschaftslehre [Nachricht] 

Ausschnitt: [1897J 

2/30 Aussprache am Festkommers， 17. Stiftungsfest des Verein Deutscher 

Studenten 七

Ausschnitt: (1898/01/21) 

5 /28 Wissenschaft und Presse: Rede bei der Eroffnungsfeier des Berliner 

Presseklubs. [Nachricht] 

DEUTSCHE W ARTE (1898/05/11)， Berlin 
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3/22 Das preuβische Handels = und Zol1gesetz vom 26. Mai， 1818 in 

Zusammenhang mit der Geschichte der Zeit， ihrer Kampfe und Ideen 
ALLGEMEINE ZEITUNG (BEILAGE) (1898/08/08-98/08/10)， 

Munchen 

1/15 Brief uber Bismarks volkswirtschaft1iche und sozialpolitische Stel-

lung und Bedeutung 

SOZIALE PRAXIS (1898/09/01-98/09/29)， Berlin 

2/43 Gedanken und Erinnerung von Bismark 

SOZIALE PRAXIS (1898/12/02)， Leipzig 

5/30 Die Zukunft d日rdeutschen Bevolkerung und die heutigen Wanderu-

ngen uber Meer 

DIE WOCHE (1899)， Berlin 

5/29 Zu Friedrich List's hundertjahrigem Geburstag 

DEUTSCHES WOCHENBLATT (1899/08/15)， Berlin 

2/46 Generalversammlung des Vereins fur Sozialpolitik in Breslau; Erof-

fnungsworte， Gesprochen am 25. Sept. 1889 

SOZIALE PRAXIS (1899/10/05)， Leipzig 

4/12 Prof. Schrnoll巴ruber die Flottenfrage [Nachricht] 

BERLINER NEUESTE NACHRICHTEN (1899/11/20)， Berlin 

5/23 Wirtschafts = und Kolonialpolitik [Nachricht] 

ELBERFELDER ZEITUNG (1899/11/29)， Elberfeld 

七 5/24 Uber die Bezieungen zwischen Wirtschafts = und Kolonialpolitik 

[Nachricht] 

SCHWABISCHER MERKUR (1899/11/30)， Stuttgart 

5/25 Eine Flottenrede von Gustav Schmoller [Nachricht] 

BRESLAUER ZEITUNG (1899/11/30)， Breslau 
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5 /26 Die Verziehungen zwischen Wirtschafts = und Kolonialpolitik 

[Nachricht] 

HILDESHEI恥ffiRALLGEMElNE ZEITUNG UND ANZEIGEN 

(1899/11/30)， Hildesheim 

5/27 Uber die deutschen Flotte， Sprach Schmol1ers [Nachricht] 

FORSTERTAGESBLATT (1899/11/30)， Forst 

3/18 Die politische Macht und die wirtschaftliche Politik 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1899/12/01)， B巴rlin

3/32 Die politische Macht und die wirtschaftlich巴 Politik

TAGLICHE RUNDSCHAU (1899/12/01)， Berlin 

5 /10 Die Wanldungen in der europaischen Handelspolitik des 19. Jh. ein 

Ruckblick und Ausblick 

NEUE WIENER TAGBLATT (1899/12/24)， Wien 

5/02 Der Verein fur Sozialpolitik und die soziale Reform 

DER TAG (1901/10/06)， Berlin 

1/11 Arbeitsverhaltniss， Arbeitsrecht， Arbeitsvertrag und Arbeitslohn: 

I-[VI]-IX 

SOZIALE PRAXIS (1901/11/21目02/05/15)，Leipzig 

4/23 Gustav Schmoller uber unsere Universitatsverwaltung [Nachricht] 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1902/01/06)， Berlin 

3/36 Arbeitsverhaltniss， Arbeitsrecht， Arbeitsvertrag und Arbeitslohn: VI 

SOZIALE PRAXIS (1902/04/24)， Leipzig 七。
3/10 Internationale Vermogensstatistik 

NATIONALE = ZEITUNG (1903/05/31)， B巴rlin

5/〆36 Zur Erinnerung an Dr. Ki1ian von Steiner 
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SCHWABISHE KRONIC (1903/09/29)， Stuttgart 

3/05 Klassenkampf und Klassenherrschaft 

Dffi ZEIT (1904/01/31)， Wien 

2〆/28 Europaische Klassengeschichte im 19. ]h. Bourgeoisie， industrielle 

Arbeiter， Sozialdemokratie， sonstige Klassen. II. 

DER TAG (1904/06/14)， 

5 /37 Nekrolog; Dr. Kilian von Steiner 

(Revision)， (1905/03/23) 

3/15 Offener Brief .an Herrn Pfarrer D. Naumann 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1905/10/18)， Berlin 

2 /06 Eine koloniale Kundgebung 

T AGLICHE RUNDSCHAU (1907/01/09)， Berlin 

1/30 Deutschland und Preusens ausere und innere Politik in der Gegen-

warlt 

NEUE FREIE PRESSE (1907/04/03)， Wien 

2 /37 Friedrich List als praktischer V olkswirt 

VOLKSWIRTSCHAFTLICHE BLATTER (1908/01/09)， Berlin 

5/35 Zur Annahme der Enteignungsvorlage im Herrenhause 

TAGLICI王ERUNDSCHAU (1908/03/01)， Berlin 

3/29 Uber den Professorenstreit， 1908/1911: Fall L. Berhard [NachrichtJ 

六 TAGLICHERUNDSCH:AU (1908/06/11-11/03/25)， Berlin 
九

4/20 Gustav Schmoller uber sein Leben [Nachricht] 

STAATS~ANZ日GERS FUR WURTTEMBERG (1908/12/05)， 
Stuttgart 
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1/29 Deutschland und Osterreich-Ungarn 

NEUE FREIE PRESSE (1909/04/11)， Wien 

2/27 Europaische Zol1union 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1910/02/24)， Berlin 

3/23 Das preusische Junkertum; Die innere Lage， die Wahlrechtsreform 

im preusischen Staate 

NEUE FRESSE (1910/03/27)， Wien 

3 /25 Schmoller uber“Das presische Junkertum" [Nachricht] 

T AGLICHE RUNDSCHAU (1910/03/29)， Berlin 

3 /26 Politische Rundschau: Herr von Heydebrand als Minister des Innern:? 

[Nachrich口
TAGLICHE RUNDSCHAU (1910/03/30)， Berlin 

3/27 Die innere Politik der Woche [Nachricht] 

PREUSSISCHE NEUE ZEITUNG (1910/04/03)， Berlin 

3/24 Gustav v. Schmoller uber die Wahrechtsreform [Nachricht] 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1910/08/01)， Berlin 

2/29 Die Jubelfeier der Universitat Berlin usw. 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1910/10/11-10/10/13)， Berlin 

2 /45 Die gegenwartige innerpolitische Lage Deutschlands und die Demo-

kratiesieri.mgstendenzen 

NEUE FREIE PRESSE (1910/12/25)， Wien 

3/11 Mehr Kinder 

DER STRUM (1911/03/04)， Berlin 

六
八

3/30 Verein fur Sozialpolitik 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1911/10/11)， Berlin 
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2/13 Ein Nachwort zur Nurnber宮町 Tagungdes Vereins fur Sozialpolitik 

[Nachricht] 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1911/10/25)， Berlin 

4/26 Universitat-Hamburg: Antwort auf Frage [Nachricht] 

HAMBURGISCHER CORRESPONDENT (1912/01/31)， Hambllrg 

2/09 Die Einhundertzehn Sozialdemokraten im deutschen Reichstag巴

NEUE FREIE PRESSE (1912/04/07)， Wien 

1 /23 Demokratie und soziale Zukunft 

SOZIALE PRAXIS (1912/11/07)， Berlin 

1/13 Die ausere Politik Deutschlands 

PFALZISCHE VOLKSZEITUNG (1913/02/27)， Kaiserslautern 

3 /06 Krieg oder Fri巴den?

NEUE FREIE PRESSE (1913/03/23)， Wien 

2/44 Der Gegensatz der Welt d巴rGermanen und der Slawen; Nationali-

t邑tsbetrachtungen

NEUE FREIE PRESSE (1913/05/11)， Wien 

1/18 Schmoller uber Brentano [NachrichtJ 

Ausschnitt: [1913/08J 

I〆〆22 Die Demokratie auf d巴rAnklagebank 

TAGLICHE RUNDSCHAU (UNTERHAL TUNGSBEILAGE) 

(1913/11/17)， Berlin 

七 2/04 Der Dreibund nach dem Balkankrieg 

NEUE FREIE PRESSE (1913/12/25)， Wien 

2/40 Furst Bulow Rechenschaft uber die Zeit seiner Reichsleitung 

T AGLICHE RUNDSCHAU (1914/02/07)， Berlin 
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2 /01 Deutschland unter Kaiser Wi1helm II. Furst Bulows Rechnenschaft 

uber die Zeit seiner Reichsleitung 

DER AUSLANDSDEUTSCHE (1914/04)， Berlin 

2/05 Droht ein russischer Krieg gegen Osterreich-Ungarn und Deutschland? 

NEUE FREIE PRESSE (1914/04/12)， Wien 

3/16 Offent1iche Kundgebung fur Fortfuhrung der deutschen Sozialreform 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1914/05/11)， Berlin 

2/36 Friedrich Engels und Karl Marx， Ihr Briefwechsel von 1844-83 

NEUE FREIE PRESSE (1914/12/08)， Wien 

5/19 Der Weltkrieg， seine Ursachen und seine Folgen 
NEUE FREIE PRESSE (1914/12/25)， Wien 

5/17 Der Weltkrieg und deutsche Sozialdemokratie 

NEUE FREIE PRESSE (1915/04/04)， Wien 

5/05 Die Volkswirtschaft der Zentralmachte nach dem Fried巴nsschlusse

NEUE FREIE PRESSE (1915/08/11)， Wien 

2/38 Funfhundert Jahre Hohenzol1ern胃 Herrschaft

NEUE FREIE PRESSE (1916/02/08-19/02/09)， Wien 

3/07 Kriegsziel und Friedensgedanken 

BERLINER NEUESTEN NACHRICHTEN (1916/08/11)， Berlin 

2/34 Freie oder sozialistische Volkswirtschaft nach dem Krieg? 

NEUE FREIE PRESSE (1917/01/16)， Wien 
、-、
ノ
-
ノ

2/03 Deutschlands wirtschaft1icher Aufschwung als Kriegsgrund 

T AGLICHE RUNDSCHAU (1917/02/18)， Berlin 

2/02 Deutschlands wirtschaftlicher Aufschwung als Kriegsgrund 
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ZEITUNG DER 10. ARMEE (1917/02/23) 

5/38 Gustav Schmoller zur neuen Kriegsanleihe [Nachricht] 

MUNCHEN-AUGSBURGER ABENDZEITUNG (1917/03/22)， 

Munchen 

5/41 Zwei schwediche Stimmen ub巴rden Weltkrieg: Kjell加， Stessen 

TAGLICHE RUNDSCHAU (UNTERHAL TUNGSBEILAGE) 

(1917/03/26-17/03/27)， Berlin 

1/17 . Die Mahnung aus Kindermund [Nachricht] 

MERSEBURGER CORRESPONDENT (1917/04/01)， Merseburg 

4/14 Schmoller uber freie oder sozialistsche Volkswirtschaft nach dem 

Kriege [Nachricht] 

T AGLICHE RUNDSCHAU (1917/04/06)， Berlin 

5/31 Das zukunstige handelspolitische Verhaltnis zwischen Rusland und 

Deutschland 

NEUE FREIE PRESSE (1917/04/08)， Wien 

1 /25 Die deutschen staatliche Wirtschaftspf1ege 

DEUTSCHE KRIEGSWOCHENSCHAU (1917/06/03)， Berlin 

5 /11 Ware der Parlamentarismus fur Deutschland oder Preusen richtig? 

[Nachricht] 

TAGLICHE RUNDSCHAU (1917/10/02)， Ber1in 

1 /26 Die deutschen Institutionen. und der Geist des Offentlichen Lebens 

DEUTSCHLAND UND DER WELTKRIEG [1917J， Leipzig & 

Berlin 
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1.論説

3/34 Die russische Kompagnie in Berlin， 1724-1739 

Ein Beitrag zur Geschichte der brandenburgischen 

Tuchindustrie und des preusischen Exports im 18. 

Jahrhundert， Nebst einer Anzahl von Aktenstucken 

4/25 Umriss zu einen Program fur Reform der Gewerbe.Ordnung 

Zur Erlauterung und Begrundung der Thesen， Verein 

fur Sozialpolitik 

4/3 Stadtwesen unter Friedrich Wilhelm 1.; Abdruck einiger stadt1ichen 

Reglements 

sonderabzug: Staatsarchiven 

4/15 Uber Getreidehandel und Getreidepr巴ise

in: Stenographischer Bericht uber die Verhandlungen des 

landwirtschaft1ichen Bauernvereins im Saalkreise am 

14. Marz 1866 

4/19 Uber Schafstatistik， Schafhaltung und Wol1preis 

Die Bemerkungen auf den Wunsch des um die Landwi-

rtschaft der Provinz Sachsen Herrn okonomirath Dr. 

Stadelmann， Generalsekretar des landwirtschaftlichen 

C回tralvereinsder Provinz entstanden. [Mai 1868J 

4/13 Uber Fleischconsumtion 

sond巴rabzug: Zeitschrift der landwirtschaft. Central = Vereins der 

Provinz Sachsen. No. 7-9 (1870) 

1/10 Arbeitseinstel1ugen und G巴werkvereine.Referat， auf der 

sonderabzug: Hildebrand's Jahrbuchern fur Nationalokonomie und 

Statistik. XIX. Bd. 5. u. 6. Heft. (1872) 

2/23 Die Entwicklung und die Krisis der deutschen Weberei im 19. 1h. 

〆、

四
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sonderabzug: Deutsche Zeit-und Streit-Fragen， 2. Jhrg. No. 25 

(1873) 

2 /19 Die Entstehung des preusischen Heeres von 1640-1740 

sonderabzug: Deutsche Rundschau， 3. Jhrg. No. 11. (1876) 

2/24 Die Epochen der preusischen Finanzpolitik 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 1. Jhrg. No. 1 (1877)， Leipzig 

4/24 Uber Zweck und Ziele des Jahrbuchs， vom Herausgeber 

sonderabzug: Schmoll日rsJahrbuch， 5. Jhrg. No. 1. (1880)， Leipzig 

3/02 Die Jahresversammlung der Volkswirtschaft1ichen Kongresses und 

Vereins fur Sozialpolitik im Spatherbst 1882 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 7. Jhrg. No. 1， (1882)， Leipzig 

1/27 Der Deutsche Verein gegen Misbrauch geistiger Getranke und die 

Frage der Schankkonzelhonen 

sonderabzug: Schmoll巴rsJahrbuch， 7. Jhrg. No. 4， (1883)， Leipzig 

4/04 Studien uber die wirtschaftliche Politik Friedrichs des Grosen und 

Preusens uberhaupt von 1680-1786. ][ -N 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 8. ]hrg. No. 2. (1884)， Leipzig 

4/05 Hermann Schulze-Delissch und Eduard Lasker 

in: Schmollers Jahrbuch， 8. Jhrg. No. 2. (1884). Leipzig 

4/02 Studien uber die wirtschaft1iche Politik; Friedrich des Grosen und 

Preusens uberhaupt von 1680-1786. 2. Sers. 8-12 

六 sonderabzug: Schmollers Jahbuch， 10.， 11. Jhrg. (1886-87)， Leipzig 

2/33 Freihandlerische Sozialismus 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 10. Jhrg. No. 3. (1886)， Leipzig 

2/12 Ein Mahnruf in der Wohnungsfrage 
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sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 11. Jhrg. No. 2 (1887)， Leipzig 

2 /24 Ein Project von grosen Kurfursten zum deutschen Reichsadmiral zu 

Erheben 

sonderabzug: Markische Forschungen， Bd. 20. (1887)， Berlin 

5/08 Die Vorschlage zur Beseitigung oder Einschr如kungdes laIldlischen 

Hypothekarkredits 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 11. Jhrg. No. 2. (1887)， Leipzig 

1 /09 Antrittsrede des Hrn. Schmoller und Antwort des Hrn. Mommsen 

Sitzungsberichte der kりniglichpreusischen Akademie 

d巴rWissenschaften zu Berlin， No. 33 (1887/06/3ο)， 

Berlin 

2 /08 Die Einfuhrung der franzosischen Regie durch Friedrich den Gro-

βen 1766 

sonderabzug: Deutsch巴 Rundschau，]hrg. 1888. 7. H巴ft.(1888) 

3/04 Der kampf des preu白ischenKonigthums um die Erhaltung des Ba-

uernstandes 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch，. 12. Jhrg. No. 2. (1888)， Leipzig 

3 /38 Die soziale Entwicklung Deutschlands und Englands hauptsachlich 

auf dem Platten Lande des Mittelalters 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 12. Jhrg. No. 1. (1888)， Leipzig 

4/09 Uber den Begriff der Gesellschaft und einer Gesellschaftlehre; 

Akademische Rede von G. Rumelin Tubingen 1888 

sonderabzug: Deutschen Rundschau， Jhrg. 1890.， 1. Heft. (1890) 

2/07 Eine Schi1derung Berlins aus dem Jahre 1723 

sonderabzug: Die Forschungen zur brandenburgischen und preusis-

chen Geschichte， No. 5. (mit Getei1t)， 1892. 

ーノ、
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4/10 Uber die Entwicklung des Grosbetriebes und die soziale Klassenbi-

ldung 

sonderabzug: Preusischer Jahrbucher. 49. Jhrg. No. 4. (1892)， 

Berlin 

4/11 Uber die Entwicklung des Grosb巴tl"iebesund die sozial Klassenbi-

ldung 

sonderabzug: Wochenschrift des Nieder凸sterreichenGewerbevereins. 

(1892/03)， Wien 

2/32 Frau Sidney Webb und die britische Genosenschaftsbewegung 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 17. Jhrg. No. 2. (1893)， Leipzig 

5/06 Vo1kswirtschaft， Vo1kswirtschaftslehre und -Me世lode

sonderabzug: Handworterbuch der Staatwissenschaften. 7. Bd. 

(1863)， Jena 

2/10 Einige Wort巴 zumAntrag Kanitz 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 19. Jhrg. No. 2. (1895)， Leipzig 

2/11 Die Einkommensvertei1ung in alter und neuer Zeit 

sonderabzug: Institut Intemational de Statistiq (1895/08)， Rome 

3/19 Das politische Testament Friedrich Wi1he1ms 1. von 1722; Rede am 

Geburtstage seiner Majestat des Kaisers K加igsin der Aula der 

Friedrich-Wi1helms-Univ巴rsitat.27. Jan. 1896， Berlin 

2/41 Gedachtnissrede auf Heinrich v. Sybe1 und Heinrich v~ Treitschke; 

Gedachtnissrede auf H. von Sybe1 und H. von Treitschke. 1896 Juli 

六 10，Berlin 

4/22 Uber die Stumm'sche Herrenhaus; Red巴 gegenKathedersozialismus 

(1897)， Berlin 

5/13 Was Verstehen wir unter dem Mittelstande? Hat er in 19. Jh. 
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zu ~ oder abgenommen? Vortrage auf dem 8. Evangelisch ~ Sozialen 

Kongres in Leipzig am 11. Juni 1897. (1897)， Gottingen 

3/21 Das preusischen Handels-und Zol1gesetz vom 26. Mai 1818 im zu-

sammenhang mit d巴rGeschichte der Zeit， ihrer Kampfe und Ide巴n;

Rede zur Geadchtnissfeier des Stifters der Berliner Univ. Konig 

Friedrich Wi1helm III. in der Aula derselben am 3. Aug. 1898 (1898)， 

Berlin 

4/01 Spielhagen Album 

(1899)， Leipzig 

5/01 Die Urgeschichte der Familie: Mutterrecht und Genti1verfassung 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 23. Jhrg. No. 1. (1899)， Leipzig 

5/04 Vier Brief uber Bismarks volkswirtschaft1iche und sozialpolitische 

Stellung und Bedeutung 

sonderabzug: Forschungen zur brandenburgischen und preusischen 

G巴schichte.12. Jhrg. No. 1 (1899)， Leipzig 

5/09 Die Waltungen in der europaischen Handelspolitik des 19. Jh. 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 23. Jhrg. (1899)， Leipzig 

5/22 Die wirtschaftliche Zukunft Deutschlands und Flottenvortrage (1899 

/1900)， Berlin 

5/20 Das Wesen der wirtschaft1ichen Konkurrenz 

sonderabzug: Hamburgischen Wochenschrift fur Deutsche Kultur 

der Lotse [1900J， Hamburg 

2/15 Einige Principielle Erorterungen uber Werth und Preis 

sonderabzug: Sitzungsbεrichte der koniglich Preusischen Akademie 

der Wissenschaften zu Berlin No. 27 (1901/03/23)， 

Berlin 

ノ、。
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2/21 Entstehung， Wesen und Bedeutung der neueren Armenpfl培e

sonderabzug: Sitzungsberichte der k，伽igli:chPreusischen Akademie 

der Wissenschafぬnzu Berlin No. 39 (1902/06/31)， 

Berlin 

2/47 nお Kunstigeenglische Handelspolitik， Chamberlain und der Imperi司
alismus 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 27. Jhrg. No. 3. (1903)， Leipzig 

3 /13 Le Mouvement Historique des Salires de 13油主 1900et ses causes 

sonderabzug: La Reveue Internationale de Sociologie (1903)， Paris 

5/33 Zum Gedachtnis an Dr. Kilian v. Stener; WQrte der Erinnerung 

g色sprochenim Krematorium in Heidelberg 27. Sept. 1903， Stuttgart 

4/17 Uber 0弔問efur Einigung und Schiedsspruch in Arbeitsstreitigkeiten 

Sitzungsberichte der koniglich Preusischen Akademie 

der Wissenschaften .zu Berlin No. 5. (1903(01(22)， 

Berlin 

4/16 Uber das Maschinenzeitalter in seinem Zusammenhan宮 mitdem 

Vokswir捻亡haft，(1903}06/鉛)， Berlin 

3/12 Le Mouvement Historique des Salairres de 1300 a 1900 et ses causes 

in: Revue International巴 deSociologie， 12. Jhrg. No. 1. 

(1904(01)， Paris 

1/21 Klass色nkampfeund Klassenherrschaft 

sonderabzug: Sitzungsberichte der koniglich Preusischen Akademie 

der Wissenschaften zu Berlin. No. 53 (1904(01/07)， 
B日rlin

1/10 Die Amerikaner (ReviewJ 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 28. Jhrg. No. 11. (1904)， Leipzig 
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5 /03 Das Verhaltnis der Kartelle zum Staate 

sonderabzug: Schmallers ]ahrbuch， 29. ]hrg. No. 4.， (1905)， L巴ipzig

3/D9 Leitsatze zu den Einleitungsworten von Dr. Gustav Schmoller zum 

“Thema d田 Verhaltnisder Kartelle zum Staate" . 

Verein fur Sozialpolitik (1905/09/27)， Altenburg 

2/26 Ernst Abbes sozialpolitische Schriften. Ein Beitrag zur Lehre vom 

Wesen und Gewinn der modernen Grosunternehmung und der Ste-

llung der Arbeiter in ihr [ReviewJ 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 31. ]hrg. No. 1. (1907)， Leipzig 

4/18 Schmoller， uber Reichstagsauflosung und Kolonialpolitik 

1 /01 Adam Smith 

Offizieller Stenographischer Bericht uber die Versam-

mlung in Berliner H.S. (1907/01/08)， Berlin 

in: Internationale Wochenschrift fur Wissenschaft Kunst 

und Technik， 1. ]hrg.， No. 11. (1907/06/15)， Berlin 

1 /02 Adam Smith; Schlus 

in: Internationale Wochenschrift fur Wissenschaft Kunst 

und Technik， 1. Jhrg.， No. 12. (1907/06/22)， Berlin 

3/14 Nachrichten uber die Acta Borussica; Denkm邑lerder preusischen 

Staatsverwaltung im 18. Jh. (1908)， B巴rlin

3/31 Reden und Ansprachen Gehalten am 24. Juni 1908 bei der Feier von 

Gustav Schmollers 70. Geburtstag (1908)， Altenburg 

五

3/35 Skizze einer Finanzgeschichte von Frankreich， Osterreich， England 八

und Preusen (1500-1900) 

sonderabzug: Schmollers ]ahrbuch， 33. Jhrg. No. 1. (1909)， Leipzi宮

1/08 Ansprach gehalten beim Festakt， zur Feier des 70. Geburstag. Dr. 
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Hugo Thie1. am 5. Juni 1909 

in: Ansprachen gehalten am 1909 Juni 5. Berlin 

3/28 Die preusische Wahlrechtsreform von 1910 auf dem Hint己rgrunde

des Kampfes zwischen Konigtum und Feudalitat 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 36. Jhrg. No. 3. (1910)， Leipzig 

4/06 Das staatwissenschaftliche-statistische Seminar 

sond日'rabzug: G巴schichteder Universitat Berlin， von Max Lenz 

(1910) 

1/14 Die B巴volkerungbewegungder deutschen Stadte von ihrem Ursprung 

bis ins 19. Jh. 

[Korrektur (1910/10/04)， WeimarJ 

2 /17 Die englische G色werkvereinsentwicklungim Lichte der Webbschen 

Darstellung [ReviewJ 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 25. Jahr. No. 1. (1911)， Leipzig 

2/25 Erklarung des Herausgebers， zu dem Streite zwischen Herrn Prof. 

Schmoller und Herrn Prof. Tonnies 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 35. Jhrg. No. 3. (1911)， Leipzig 

1/20 Carl G巴ibel，Einnachruf 

sond巴rabzug: Schmollers Jahrbuch， 35. Jhrg. No. 1. (1911)， Leipzig 

1/12 Aus der neueren sozialipolitischen Literatur 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 36. Jhrg. No. 2. (1912)， Leipzig 

五 5/40 Zwei Bemerkungen uber den Ver巴infur Sozialpolitik 

七 sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 39. Jhrg. No. 1. (1912)， Leipzig 

1/06 An Georg Friedrich Knapp; zu seinem 70. Geburtstag am 7. Marz 1912 

sonderabzug: Schmol1ers Jahrbuch， 36. Jhrg. No. 2. (1912)， Leipzig 
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3/33 Rumellin: Gustav R.， Staatsman， usw. 

sonderabzug: Charakterbilder， (1913)， Munchen & Leipzig 

2/16 Die Eisenbahnpolitik Frankreichs in Nordafrika [Reviewユ

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 38. Jhrg. No. 1. (1914)， Leipzig 

3/10 Die Lohntheorie 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 38. ]hrg. No. 4 (1914)， Munchen 
& Leipzig 

3/37 Die soziale Bewegung Englands von 1770-1912， im Lichte der 

Marxistischen Klassenkampfsideen [ReviewJ 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 38. Jhrg. No. 1. (1914)， Munchen 

& Leipzig 

1/19 Lujo Brentano zum 70. Geburtstag 

sonderabzug: Schmol1ers Jahrbuch， 39. ]hrg. No. 1. (1915) Mun-

chen &Leipzig 

2/18 Die Entstehung der deutschen Volkswirtschaft und der deutschen 

Sozialreform 

sonderabzug: Schmollers ]ahrbuch， 39. Jhrg. No. 4. (1915)， Munchen 

& Leipzig 

2 /35 Friedrich Engels und Kar1 Mar叉， ihr Briefw巴chselvon 1844-83 

sonderabzug: chmol1ers Jahrbuch， 38. Jhrg. No. 1. (1915) Leipzig 

5/18 Der Weltkrieg und die deutschen Sozialdemokratie 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 38. Jhrg. No. 3. (1915)， Munchen 

& Leipzig 五
ノ、

2/39 Furst Bulow Politik 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 40. Jhrg. No. 4. (1916)， Munchen 

& Leipzig 
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5/39 Zur Wurdigung von Karl Lamprecht 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 40. Jhrg. No. 3. (1916)， Munchen 

&L巴ipzig

1/04 Aller1ei uber Polens Vergang巴nheitund Gegenwart 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch (1916/03/12)， Muncheロ&Leipzig 

1 /26 Deutscher Friedensgedanken 

in: Deutsche Politik， 1. Jhrg. (1916/08/04)， Weimar 

2 /20 Der englische und der deutsche Staat 

sonderabzug: Schmol1ers Jahrbuch (1917)， Munchen & Leipzig 

5 /12 Ware der Par1amentarismus fur Deutschland oder Presen richtig? 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 41. Jhrg. No. 3. (1917)， Munchen 

&L巴ipzig

5/42 Zwei schwedische Stimmen uber den Weltkrieg: Kjellen， Stessen 

sonderabzug: Schmollers Jahrbuch， 41. Jhrg. No.1. (1917)， Munchen 

& Leipzig 

1/16 Der Briefwechsel Gustav Schmollers mit Lujo Brentano戸

sonderabzug: Archiv fur Kultur ~ geschichte， 27. Jhrg. No. 3， 29. 

Jhrg. No. 1/2， 3; 30. Jhrg. No. 1/2. (1938-1940)， 

Weimar 

キ Briefwechsel，1870/04/25-1878/11/02 

五
五


